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教
育

長

に

田

中

一

雄

氏

蓬

門

蓬
田
村
議
会
九
月
定

例
会
に
お
い
て
、
教
育
長

の
任

期

満

了

に

伴

い
、
全
員
一
致
で
教
育
委
員
・

に
田
中
一

雄
氏

が
推
選

さ
れ

、
十
月
一

日
の
教
育
委
員
会
に

お
い
て
、
同
氏

、か
教
育
長

に
推
選

さ
れ
、

県
教
育

委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
十
月

六
日
教
育
長

に
任

命
さ
れ
た
。

教育長田中一雄氏

新
任
の
あ
い
さ
つ

十
月
六
日
蓬
田
村
の
教
育
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
所
信
の
一
端
を
述
べ
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
の
重
大
性
は
何
時
何
彼
な
る
時

代
で
も
変
り
な
い
こ
と
で

あ

り

ま

す

が
、
仲
に
も
終
戦
後
二
十
五
年
を
経
過

し
た
今
日
に
お
い
て
は
、
時
代
の
変
遷

と
共
に
そ
の
方
針
の
一
部
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
重
要
な
時
期
に
、
非
才
浅
学
の

私
か
そ
の
要
職
に
就
き
、
任
務
を
遂
行

で
き
る
か
ど
う
か
疑
念
を
持
つ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
教
育
の
権
威
者
で
あ
る

森
前
教
育
長
が
、
終
戦
後
今
日
ま
で
築

き
上
げ
た
伝
統
あ
る
蓮
田
村
教
育
行
政

を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と

は
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
生
涯
に
な
い

仕
合
せ
で
あ
り
ま
す
。

荷
が
重
す
ぎ
る
の
大
感
か
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
幸
い
の
場
で
あ
る
と
信
じ
今

後
懸
命
に
学
び
た
い
と
感
じ
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

教
育
は
こ
の
世
に
生
を
得
て
か
ら
現

世
を
去
る
時
点
ま
で
、
凡
て
こ
れ
教
育

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
て
居
り

ま
す
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
家
庭
に

お
い
て
も
又
学
校
に
お
い
て
も
、
一
般

社
会
に
お
い
て
も
或
い
は
組
織
団
体
に

お
い
て
も
教
育
な
く
し
て
は
各
々
進
歩

発
展
が
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
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幸
い
に
も
蓬
田
村
は
教
育
村
と
言
わ

れ
た
村
で
あ
り
ま
し
て
、
各
関
係
者
の

絶
大
な
る
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
村
民
の

熱
意
が
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
こ
の
美
点
を
増
長
し
て
行
き
た
い

所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
あ
ら
ゆ
る

世帯と人口

世帯数　1,001

言 二

計　　5,177

(45-9.30現在)

「

蓬
　

門

」
　
原

稿

募

集

「
蓬
門
」

の
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

ど

ん
な
事
で
も
よ
い
で
す
。
原
稿

を
送
っ

て

下

さ
い
。

原
稿
送
付
先

蓬
田
村
教
育
委
員
会

機
会
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
共
々
に
語
り

合
い
、
そ
の
話
し
合
い
か
ら
和
を
生
み

出
し
蓬
田
村
隆
昌
の
た
め
ご
指
導
ご
鞭

撻
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

旁
々
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

蓬
田
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総

会

並

び

に

敬

老

会

去

る
九
月
十
五

日
蓬

出

村

公

民

館

（
玉
松
）
に
お
い
て
第
四
回

蓬
田
村

老

人

ク
ラ
ブ
連

合
会
総
会

並
び
に
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
村
内
敬
老
者
二
七
〇
名

が

出
席
さ
れ
た
。

午
前

九
時
三
十
分
総
会
開
会
老
人
福

祉
問
題

や
連
合
会

の
在
り
方
等

に
つ
い

て
会
員

の
活
発
な
意
見
が
あ
り
提
出
さ

れ

た
案
件

は
原
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。

引
き
っ

づ
き
敬
老
会
に
移
り
坂
本
村

長

か
ら
村
政
に
つ
い
て
の

お
話
し
と
健

康

に
留
意
さ
れ
て
長

寿
を
保
ち
地
域
社

会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
し

感
謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

又
坂
本
村
議
会
議
長

、
本
村
出
身
小

野
県
議
会
議
員

か
ら
い
つ
ま
で
も
永
生

き
し
て
村
繁
栄
の
た
め
に
後
は
い
の
指

導

に
っ
と
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
お

祝
の
言
葉
か
お
り
午
前
十
一
時
三
十
分

総
会
及
び
敬
老
会
を
終
了
し
た
。

雰
時
よ
り
村
青
年
団
の
演

劇

辛
民

謡
・
手
踊
な
ど
老
人
に
ふ
さ
わ
し
い
演

芸
か
お
り
盛
会
で
あ
っ
た
。

今
年
顕
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
方
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

◆
九
〇
才
以
上
の
高
令
者

九
三
才
　
芳
賀
　
り
ん
　
蓬
田

九
二
才
　
北
山
　
り
ん
　
広
瀬

◆
婚
姻
五
〇
年
健
在
夫
婦

長
　
　
科
　
小
　
鹿
　
金
次
郎

ゆ
　
き

〃
　
　
　

坂
　
本
　
伊
三
郎

チ
　
セ

〃
　
　
　
　
張
　
間
　
由
　
吉

ト
　
セ

阿
弥
陀
川
　
森
　
　
　
源
一
郎

サ
　
ヨ

〃
　
　
　

山
　
谷
　

徳
三
郎

ッ
　

マ

瀬

辺

地

北

川

三

助

チ
　

セ

喜

寿
（
七
十
七
才
）

中
　
　

沢
　

坂
　

本
　

金
之
助

〃
　
　
　
　

坂
　
本
　

秀
　
松

長
　
　

科
　

小
　

屐
　

金
次
郎

〃
　
　
　
　

張
　

間
　
周
太
郎

〃
　
　
　
　

松
　
本
　

倉
五
郎

阿
弥
陀
川
　

川
　

内
　

佐
之
吉

〃
　
　
　
　

八
　
戸
　

三
　

郎

〃
　
　
　
　

八
　
戸
　

多
吉
郎

蓬
　
　

田
　
工
　

藤
　
　
　

清

〃
　
　
　
　

村
　

上
　

こ
　

よ

広
　
　

瀬
　
川
　

畸
　

劼
　

七

〃
　
　
　
　

佐
　

井
　

勇
次
郎

高
　
　

根
　

八
　
幡
　

ベ
　

ソ
蓬田村老人クラブ連合会総会
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昭
和
四
十
五
年
度
成
人
式
行
う

去
る
八
月
十
五
日
新

築
に
な
っ

た
蓬

田
公
民
館
に
お
い
て
、
蓬
田

村
長

坂
本

大
博
、
村
議
会
議
長
坂
本
孫
九
郎

、
県

議
会
議
員

小
野
清
七
、
村
議
員
等
の
来

賓
を
向
え
て
、
今
年
で
二
回
目
の
夏
の

成
人
式
を
行
っ
た
。

村
民
野
球
大
会
行
う

去
る
九
月
十
三
日
蓬
田
村
体
育
協
会

主
催
の
村
民
野
球
大
会
を
蓬
田
中
学
校

に
お
い
て
行
っ
た
。

技
術
的
な
向
上
が
目
立
ち
、
好
プ
レ

ー
が
続
出
し
、
な
ご
や
か
に
大
会
を
終

了
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

一
　
位
　
　
中
　
沢
　
部
　
落

二
　
位
　
　
阿

弥

陀

川
部
落

三
　
位
　
　
長
　
科
　
部
　
落

″
　
　
　
　
蓬
　
田
　
部
　
落

農
地
法
一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

蓬

田

村

農

業

委

員
会

農

地
法

の
一
部
改
正

、か
十
月
一
日

か

ら
施
行

に
あ

た
っ
て
改
正

さ
れ

た
点
を

お
お
ざ
っ

ぱ
に
お
知

ら
せ
し

ま
す
。

一
、
農
地
、
採
草
放
牧

地
の
権
利
移
動

統
制

の
変
更

１
　

権
利
取
得

の
上
限
面
積

の
制
限

が
緩
和

さ
れ
た
。

２
　

下
限
面
積

の
制
限

が
三
十

ア
ー

ル
か
ら
五
十

ア
ー
ル
に
引
上
げ
ら

れ

た
。

３
　

創
設
農

地
は
貸
付
け
で
き

な
か

っ
た
も

の
が
貸
付
け

が
で
き

る
。

４
　

土

地
を
効
率
的

に
利
用
し
な
い

と
、
権
利
取
得

は
許
可

犯
な
ら
な

い
（
無
許
可

の
賃
貸
借
農
地
及
採

草
放
牧
地

の
所
有
又
、
耕
作
者
は

許
可

に
な
ら

な
い
）

５
　

小
作
人

が
承
知
す
れ
ば
、
別
の

人
と
も
小
作
地
を
売

る
こ
と

が
で

き

る
。

６
　

農
協

に
農
業
経
営
を
委
託
で
き

る
。

７
　

農

地
移
動

の
許
可
権

の
大
部
分

が
農
業
委
員
会

に
移

さ
れ

た
。

二
、
農
業
生
産
法
人

の
要
件
緩
和

三
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人

の
設
立

四
、
小
作

地
の
所
有
制
限

の
緩
和

１
　

箋
農
者

は
、
本
人

と
そ

の
相
続

人
に
限
り
在
村
地
主
な
み
の
小
作

地
所
有
が
認
め
ら
れ
る
。

２
　
市
街
化
区
域
内
の
小
作
地
等
に

つ
い
て
は
、
小
作
地
の
所
有
制
限

が
な
く
な
っ
た
。

３
　
小
作
地
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て

は
、
所
有
制
限
が
な
く
な
っ
た
。

五
、
賃
貸
借
の
解
約
制
限
の
緩
和

六
、
小
作
料
統
制
の
緩
和

１
　
農
地
一
筆
ご
と
の
最
高
額
統
制

が
な
く
な
っ
た
。
そ
の
代
り
、
地

主
、
小
作
の
双
方
か
ら
の
増
減
額

請
求
が
で
き
る
。

２
　
農
業
委
員
会
が
設
定
す
る
標
準

小
作
料
よ
り
著
し
く
高
い
小
作
料

は
、
減
額
勧
告
が
で
き
る
。

七
、
草
地
利
用
権
制
度
の
新
設

１
　
設
定
の
主
体
は
市
町
村
と
農
協

に
な
る
が
、
利
用
権
の
設
定
を
す

る
に
は
協
議
す
る
か
又
、
県
知
事

の
裁
定
で
行
な
う
。

２
　
土
地
所
有
者
は
買
取
り
請
求
が

で
き
る
。

八
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
和
解
の
仲
介

制
度
が
は
っ
き
り
定
め
ら
れ
た
。

九
、
違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
が
き
び

し
く
た
っ
た
。

十
、
そ
の
他
の
改
正
。
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公
民

舘
で

は
昭
和
四
十
五
年
度
分

と

し
て
新

し
い
図
書

を
約
二
五
〇
冊
購
入

し
た
。
現
在
あ

る
図
書
と
合
計
し
て
千

六
百
冊

と
な
っ
た

。

図

書
の
貸
し
出
し
を
し
て

お
り
ま

す

の
で
、
借
り
た
い
方

は
教
育
委
員
会

ま

で
お
い
で
下

さ
い
。

新
し

く
購
入
し

た
図
書
案
内

吉
川
英
治

全
集
　

宮
本
武
蔵

″
　
　
　
　
　
　

新
水
瀞
伝

″
　
　
　
　
　
　

親
　
　

鸞

″
　
　
　
　

三

国

志

ヒ
ロ
シ
マ
の
聖
女

暴

れ
ん
坊
役
人

軍
　
　

神

日
本
中

が
私

の
戦
場

栄
光

に
賭

げ
る

鹿

鳴

舘

富

士
山
頂

東
京
寄
談

げ
む
り
よ
煙

加
納
大
尉

夫
人

閉

店
時
間

白
の
墓
碑
銘

子
に
わ
び
る
母
の
記
録

尋
問

・
拷
問

・
処
刑

天
国

に
い
る
お
と
う
さ
ま

狂
　
　

言

狐

と

狸

戦
国

武
将
二
五
人

の
手

紙

五
木

寛
之

の
本

生
命

あ
る
限

り

炎
　
　

環

軍
旗

は
た

め
く
下

に

蘭

を
焼
く

冬

の

旅

二
等
兵
物
語

心異
常
犯
罪
白
書

負

げ
る
が
勝
ち

悪
源
太
郎

農
　
　

婦

狼
男
だ
よ

大
閤
の
柩

昭
和
左
膳
只

今
参
上

木
綿
恋

い
記

橋

の
な
い
川

加
藤
隼
戦
闘
隊
の
最

後

十
手
往
来

背
徳
の
艦

悦
楽
の
傷
み

落
ち

る
実

御
　
　

身

祝

婚

歌

み
な
殺
し
の
歌

日
銀

ダ
イ
ヤ
作
戦

新
幹
線
殺
人

事
件

銭

の

花

陸
奥
爆
沈

花

堽

み

江
戸

の
朝
風

黒
髪
の
生
命

海
賊
忍
法

秘
帳

探
偵
事
務
所
二
三

静
か
な
る
殺
し
屋

血

の

罠

獣

を
見
る
目
で
俺
を
見
る
な

恥

知
ら
ず
の
衙

野
獣
死

す
べ
し

け
も
の
の
真
夜
中

人

狩

り

狐
狼

は
挫
け
ず

心
に
獣

の
狂
気
を
持
て

蘇
え
る
金
狼

裏

切
り
の
夜

戻

り
道
は
な
い

野
獣

の
爪

痕

絶
望
の
挑
戦

者

非
常
の
標
的

偽
装

諜
報
員

白
狐

の
復

讐

非
常

の
星

花
散
る
里

死

ぬ
な
光

秀

海

賊
奉
行

裂

け
た
視
覚

検

事
霧

島
三
郎

都
会
の
狼

波

止
場

の
捜
査
検
事

限

の

壁

時
間

の
習

俗

黒
い
樹

海

け
も
の
み
ち

分
離
の
時
間

蒼

い
描
点

黒

い
画
集

黒
の
様
式

山
狭
の
章

内
海
の
輪

腐
っ
た
太
陽

昼
と
夜
の
巡

礼

病
葉
の
踊
り

闇
を
走
れ

会
社
喰
い

夢
の
超
特
急

悪
人
志
願

銀
座
遊
侠
伝

天

下

の
勝
負

地
下
銀
行

脱

税

者

人
間

の
絆

は
な
や
か
な
野
心

パ
リ

パ
リ
娘
奮
闘
記

汚
れ
た
夜

春
の
陽
炎

夕

鶴

城

恋
愛
百
景

海

の

牙

昭
和
四
十
五
年
度

公
民
舘
図
書
購
入
す
る
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巣

の

絵

幕
府
パ
リ
で
戦
う

黄
門
東
海
道
を
行
く

市
井
の
雄

ふ
説
日
本
銀
行

吹
雪
の
空
白

黒

い

掟

海
岸
道
路

赤

と

黒

わ
れ
大
空
に
散
ら
ん

小
樽
の
女

源

義

経

去
る
者
残
る
者

あ
れ
ら
九
人
の
戦
鬼

蜜
　
　
月

鼻
ひ
ら
げ
青
春

お
嫁
さ
ん

お
お
ニ

ー
世
紀

青
春
を
わ
れ
ら
に

孤
独
の
島
沖
繩

す
ば
ら
し
き
冒
険
野
郎
　
三
浦
雄
一
郎

雰
か
ら
の
栄
光

白
の
青
春

朝
焼
け
富
士

か
ら
す
天
狗

奇
蹟
の
武
将

街
は
ふ
る
さ
と

あ
あ
出
撃
五
分
前

坂
の
上
の
雲

ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ

け
ん
か
え
れ
じ
い

芝
　
　
桜

朱
鶯
の
墓

精
神
病
院

赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て

湖
　
　
笛

小
説
東
京
帝
国
大
学

大
空
の
サ
ム
ラ
イ

全
軍
突
撃

ふ
る
さ
と
の
伝
説

男
の
劇
場

あ
あ
わ
が
戦
友

プ
レ
オ
ー
８
の
夜
明
け

無
明
長
夜

戦
争
と
人
間

徳
川
大
平
記

公
園
に
は
誰
も
い
な
い

裁
き
の
家

幽
霊
に
な
っ
た
男

解
っ
て
た
ま
る
か

ど
っ
こ
い
し
ょ

社
長
の
娘

抜
群
の
昇
給

あ
す
も
青
空

拳
銃
街
を
行
く
男

俺
の
命
は
地
獄
へ
賭
け
た

若
い
果
実
た
ち

純
愛
の
砂

黒
い
事
件
簿

黒
い
カ
ル
テ

青
春
バ
ソ
ザ
ー
イ

お
嬢
さ
ん
は
ガ
ソ
コ
者

朝
を
待
つ
女

幻
の
広
告

夜
の
花
が
落
ち
た

賭
博
の
街

繿
を
出
た
野
獣

ま
ぼ
ろ
し
奉
行

粗
忽
活
人
剣

わ
ん
ぱ
く
三
度
笠

さ
み
だ
れ
無
頼

こ
こ
に
青
春

青
森
県
温
泉
の
旅

（
小
説
だ
け
を
記
載
い
た

し

ま

し

た
）

仕
事
疲
れ
は
体
操
で

お
ふ
ろ
に
は
い
る
と
き
は
、
手
ぬ
ぐ

い
や
使
っ
て
体
操
し
て
か
ら
は
い
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
疲
れ
を
な
く
す

効
果
は
倍
増
し
ま
す
。
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税

の

一

ロ

メ

モ

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に
使
わ
れ
る

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
道
路
や
住

宅
を
造
っ
た
り
、
学
校
を
建
て
た
り
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の
め
ん
ど
う
を

み
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
使
わ
れ
る

お
金
の
大
部
分
は
、
私
た
ち
の
納
め
た

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
約
七
兆
九
千
四
百
九
十
七
億
円
で
、

こ
の
う
ち
約
九
〇
％

が
税
金
で
す
。

国
民
一
人
あ
た
り
の
国
税
の
負
担
額

は
約
七
万
円
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
納
め
た
税
金
を
、
千
円
あ

た
り
の
使
い
み
ち
と
し
て
み
る
と
、
昭

和
四
十
五
年
度
予
算
で
は
次
の
よ
う
に

な

り
ま
す
。

国
民
の
健
康

や
生
活
を
守

る
た
め

一
八
一
円

住
宅
や
道
路
な

ど
の
整
備

の
た
め

一

七
七
円

教
育
と
科
学
技
術
の
振
興

の
た
め

一
一
六
円

国
土
の
防
衛
の
た

め
　
　
　
　

七
二
円

地
方
財
政
の
援
助
の
た

め
　
二
〇
九
円

国

債
の
償
還
、
利
子
支
払
な
ど
の
た
め

三
七
円

そ
の
他
（
貿
易
振
興
、

経
済

協
力
、
中

小

企
業
対
策
、
食
糧
管

理
費

な
ど
）

二
〇
八
円

合
　
　

計
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

五
の
日
は
「
税
の
相
談
日
」

「

土
地
を
売

り
た
い
が
税
金

が
ど
の

く
ら

い
か
か
る
だ
ろ
う

か
」
「
青
色
申

告
を
し
た

い
が
帳
簿
の
っ
け

か
た

が
わ

か
ら
な

い
」
－

こ
う

い
っ
た
税
金
の

疑
問
や
悩
み
は
、
毎
月
五
日
、
十
五
日
、

二
十
五
日

に
税
務
署
で
行
な
っ
て
い
る

「
税
の
相
談

日
」
を
利
用

し
て
解
決
し

て
く
だ
さ
い
。
税
務
署
で
相
談

す
る
と

税
金
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
心
配
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
住
所
や
名
前
を
明
か
さ
ず
、

ど
こ
の
税
務
署
で
も
、
専
門
の
係
長
な

ど
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
か
ら
、
遠
慮

な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
忙
し
い
方

は
、
五
の
日
以
外
で
も
け

つ

こ

う

で

す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

税
金

①
　

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
勤
務
先
か
ら

給
料

が
支
払
わ
れ

る
っ
ど
税
金
が
源

泉
徴
収
さ
れ
、
年
末
の
給

料
や
ボ
ー

ナ
ス
で
年
末
調
整

を
し
て
、
一

年
間

の
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、

サ
ラ

リ

ー
マ
ン
は
、
一
般
の
納

税
者

の
よ

う
に
自
分
で
い
ち
い
ち
税
金
を
計
算

し
、
税
務
署
に
申
告

す
る
と
い
う
手

数

や
、
納
税
の
た
め
の
資
金

の
準
備

を
す
る
と
い
う
よ
う

な
手
数
も
省
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
火
災

や
水

害

、
盗
難

な
ど
に
よ
り
損
害
を
受
け

た
と
き

は
雑
損
控
除

が
、
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
は
医
療
費
控
除
、か
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人

は
確
定

申
告
と
し
て
、
納
め
過

ぎ
と
な
っ

た

税
金
を
返

し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き

ま
す
。

③

所
得
税

は
、
収
入
で

な
く
所
得

に

対
し

て
か
か
り
ま
す
。

サ
ラ

リ
ー
マ

ソ
の
場
合

は
、
給
料

が
そ
の

ま
ま
所

得

と
な
る
の
、で

は
な
く
、
給
料
か
ら

給
与
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り

が
所
得
と
な
り
、
こ
れ

に
所
得
税
が

か
か
り
ま
す
。

こ
の
給
与
所
得
控
除
に
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
必
要

経
費
や
、
源

泉
徴

収
に

よ

る
前
払
い
の
利
子
分

の
調
整
、

税
の

負
担
能
力
、か
弱
い

ご
と
に
対
す
る
配

慮

な
ど
の
要

素
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
の
お
す

す
め

所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で
自
分

の
所
得
と
税
額
を
計
算
し
て
申
告
と
納

税
を
す
る
申
告
納
税
制
度
を
た
て
ま
え

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
申
告
納
税
制
度

が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
、
一
定

の
帳
簿
を
つ
け
て
正
確
に
所
得
や
税
額

を
申
告
す
る
人
に
は
、
青
色
申
告
者
と

し
て
、
所
得
の
計
算
方
法
そ
の
他
で
、

各
種
の
特
典
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

帳
簿
の
つ
け
方
な
ど
で
わ
か
ら
な
い

点
は
税
務
署
の
青
色
申
告
指
導
係
の
ほ

か
、
青
色
申
告
会
、
日
本
税
務
協
会
、

商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
税
理
士
会
な

ど
で
も
指
導
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
気

軽
に
利
川
し
て
く
だ
さ
い
。

妻
の
座
と
税
金

１
　
所
得
税
の
配
偶
者
控
除

十
二
月
末
日
現

在
で
同
じ
世
帯

に
あ

る
配
偶
者
が
、
所

得
が
な
い
か
、
所
得

の
全
部
、か
自
分
で
働

い
て
得
た
事
業
所

得

、
給
与
所

得
等

で
あ
れ
ば
、
そ
の
合

計
額

が
十
万
円
以
下
（

給
料
の
場
合
は

年
間
二
十
二
万
五
予
円

ま
で
）

、
そ
れ

以
外

の
所
得

の
場
合

は
合

計
額

が
五
万

円
以
下

の
場
合

は
、
配
偶
者
控

除
が
受

げ
ら
れ

ま
す
。
控
除
額

は
、
昭
和
四
十

五
年
分

に
つ

い
て

は
十
七
万
七
千
五
百

円
で
す
。

２
　
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除

婚
姻
期
間
が
二
十
五
年
以
上

の
夫
婦

の
間
で
、
自
分
の
住
む
た
め
の
家
や
そ

の
敷
地
、
ま
た
は
そ
の
購

入
資

金
の
贈

与

を
受
け
た
場
合
は
、
四
十
万
円

の
基

礎
控
除
の
ほ
か
に
、
最
高
百
六
十
万
円

ま
で
の
配

偶
者
控
除
が
受

け

ら

れ

ま

す
。

３
　

相
続
税
の
配
偶

者
控
除

婚
姻
期
間
が
十
五
年
を
こ
え
る
配
偶

者
が
あ
る
場
合
は
、
基
礎
控
除
（
四
百

万
円
と
、
八
十
万
円
に
相
続
人
数
を
か

け
た
額
の
合
計
額
）
の
ほ
か
に
、
二
十

万
円
に
そ
の
十
五
年
を
こ
え
る
部
分
の

年
数
を
か
け
た
金
額
（
最
高
二
百
万
円

ま
で
）
が
配
偶
者
控
除
と
し
て
差
し
引

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
配

偶
者
に
は
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

果
実
酒
に
注
意

知
ら
ず
に
作
っ
た
果
実
酒
が
密

造
酒
だ
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
事
が

あ
り
ま
す
。

密
造
酒
と
し
て
罰
せ

ら
れ
な
い
果
実
酒
は
次
の
十
三
種

類
に
限
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

う
め
、
み
か
ん
（

レ
モ
ン
も
含
む
）

い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
ま
た
た
び
、

す

も
も
、
し
そ
、
と
ち
、
ぐ
み
、
く

わ
、

か
り
ん
、
く
こ
、
さ
る
な
し

以

上
の
ほ
か
の
果
実

、
例
へ
ば
米
、

ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
等
で
作
っ
た
果
実
酒

は
総

て
密
造
酒

に
た

り
ま
す

か
ら
御
注

意
下

さ
い
。 記

（

税
　

務
　

課

）
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行

政

相

談

の

お

す

す

め

あ
な
た
は
困
っ
て

い
ま
せ

ん
か
？
・

無
料
で

相
談

に
応

じ
ま
す
。

翻

役
所

の
仕
事
に
つ
い
て
翻

○
困
っ
て
い
る

○
ど
う
も
な
っ

と
く
が
い
か
な
い

○
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

○
こ
う
し
て
も
ら
い
た
い

こ
う

い
う
と
き
は
行
政
相
談
委
員

を

住
み
よ
い
村
づ
く
り
、
く
ら
し
づ
く
り
は

郵
便
貯
金
が
お
引
き
受
け
し
ま
す

郵

便
貯

金
は
き

よ
う
も
働

い
て

い
ま

す
。
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
郵
便

貯
金
は
、
こ
と
し
八
月
末
で
六
兆
八
、

三
〇
〇
億
円
　
（

東
北
四
、

七
五
五
億

円
）

も
の
巨
額

に
達
し

ま
し
た

が
、
こ

の
お
金
は
、
財
政

投
融

資
計
画

に
も

と

づ
き
、
資
金
運
用

部
資
金
と
し
て
各
市

町
村
や
病
院
・
学
校
・
住
宅
・
道
路
公

団
等
に
貸

し
出
さ
れ
住
み
ょ

い
社
会

づ

く
り
に
き
よ
う
も
貢
献

し
て

い
ま
す
。

国

の
財
政
投
融
資
計
画

の
七
〇
％

は

資
金
運
用
部
で
占
め
て
い
ま
す
が
、

資

金
運
用
部
の
約
五
四
％

は
、
郵
便
貯
金

で
す
。
郵
便
貯
金
は
、
あ
な
た
の
財
産

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
あ

な
た
の
住
む
村
を
い
つ
そ
う
住
み
よ
く

発
展
す
る
た
め
に
、
ま
た
東
北
の
未
来

を
ひ
ら
く
た
め
に
、
い
つ
そ
う
お
手
伝

い
い
た
し
ま
す
。

一
度

た
ず

ね
て
く
だ
さ
い
。

行
政

相
談
委
員

は
い
つ
で
も
、
無
料

で
、
秘
密

を
守

り
迅
速
、
親
切

に
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

行

政
相
談
委
員

の
住
所

、
氏
名
は

大
字
蓬
田
　
吉

崎
慶
次
郎

電
話
八
二
五
七
番

郵
便
局
の
定
額
貯

金
は

有
利

性
・
換

金
性
・

安
全
性
の
貯
蓄

の
三
条
件
を
備
え
た
優
良
品
種
で
す
。

○
半
年
ご
と
の
複
利
計
算
で
元
金
に
利

子
を
組
み
入
れ
て
利
息
を
つ
け
ま
す

か
ら
断
然
有
利
―
一
〇
万
円
が
Ｉ
〇

年
で
一
七
万
六
、
二
七
七
円
に
も
な

り
ま
す
。

○
す
え
置
き
期
間
は
六
ヵ
月
だ
け
、
あ

と
は
ご
入
用
の
と
き
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
お
ろ
せ
ま
す
し
、
そ
の
ま
ま
Ｉ

〇
年
間
は
証
書
の
書
き
か
え
を
し
な

い
で
ソ
ツ
ト
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
○

も
ち
ろ
ん
安
全
で
す
。

陸
奥
蓬
田
郵
便
局

外
来
語
コ

ー
ナ

ー

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

思
想
の
交
換
、
音
宝
心
の
伝
達

ア

ク
シ
デ
ン
ト

予

期
し
な
い
事
故
、
奇
禍

み

ん

な

の

医

学

盲
腸
は
盲
腸
炎

を
お
こ
す
し
、

へ
ん
　

の
小

さ
な
器
官
が
、
じ
っ

は
犯
人

な

と
う
せ
ん
は
、

は
れ
あ

が
っ
て
の
ど
　

の
で
す
。

を
い
た
く
す
る
し
、
こ

ん
な
も
の
は
　
　

こ
の
虫

垂
の
中
に
へ
ん
な
も
の
…

必
要

が
な
い
と
思
っ
て

い
る
方

が
多
　

お
も
に
。バ
ク
テ
リ
ア
が

入

り

こ

む

い
で
し

ょ
う

。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
に
　

と
、
は
れ
て
う
み
を
も
ち
、
い
た
く

は
問
題

が
あ

る
の
で

す
。
ま
ず
盲
腸
　

な
る
の
で
す
。

で
す
が
、
私
た

ち
は
こ
の
病
気
を
、
　
　

早
く
切
り
と
っ
て

し

ま

わ

な
い

ふ
っ
う

に
盲
腸
炎
と

い

っ

て

い

ま
　

と
、
ま
る
で

タ
ラ
コ
の
よ
う
に

ふ
く

す
。
け

れ
ど
、

こ
れ

は
正
し
く
あ
り
　

れ
あ
が
っ

だ
虫

垂
が
破
れ
、
そ
の
中

ま
せ
ん
。
盲
腸

が
は
れ
て
痛
み
を

お
　

に
っ

ま
っ

て
い
た
う
み
が
、
お
な
か

こ
す
の
で
は
な
く
盲
腸

に
付
属
し
て
　

の
中
に
ば
ら
ま
か
れ
ま
す
。
そ
し
て

い
る

″虫
垂
（

ち
ゆ
う
す

い
）
″
と
　
　

″
腹
膜
炎
″
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気

呼

ば
れ
る
、

わ
ず
か
五
、
六

セ
ン
チ
　

を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
虫
垂
は
、

ウ
サ

ギ
な

ど
で
は
、
食
物
を
こ
な
す
の
に
必
要

な
、
消
化
酵
素
を
出
し
ま
す
か
ら
と

て
も
た

い
せ
つ
な
も
の
で
す
が
、
人

間
で
は
、
ま
っ
た
く
役
に
た
た
な
く

な
っ
て

い
ま

す
。
そ
れ
を

″
退
化
器

官

”
と

い
っ
て

い
ま
す
。
盲
腸
は
必

要
で

す
が
、
虫
垂

は
必
要
な
い
と
い

う

わ
け
で
す
。

次

に
へ
ん
と
う
せ

ん
で
す

が
こ
れ

は
む
し

ろ
必
要
な
も

の
で
す
。

へ
ん

と
う

せ
ん
は
の
ど

の
入
口
の
と
こ
ろ

に
あ
っ
て
、
外

か
ら
食

べ
も
の

に
ま

じ
っ
て
く

る
細
菌
を
引
き
っ
け
て
た

た

か
い
、
細
菌

に
負

げ
な

い
力
を
作

る
よ
う

に
し
む
け

る
役
を
し
て

い
ま

す
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ュ
ア

冒
　
　
　
険

ア
プ
ロ
ー
チ

接
近
・
誘
導

ア

ー
ラ

ー
カ
ル
ト

料
理
【
一
品
料
理
】

ア
レ
ン
ジ

整
頓
す
る
、
並
べ
る
、
編
曲
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